
年度

授業の種類 演習 講師名
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

2026 授業概要　

科目名 理学療法総合演習Ⅰ（医療倫理）

授業回数 理学療法士科1年

導入教育

・医療および理学療法を取り巻く倫理について学ぶ。また、倫理原則を知り、事例検討による倫理原則の遵守を学ぶ。

・対象者中心のの視点を持つことにより、理学療法士としての使命と責務を学ぶ。

・高等教育を受けるにあたり、勉強方法の確立を図る。

医療・生命・臨床倫理の原則を事例検討を行いながら、学ぶ。

高等教育を学ぶにあたり、演習を交えて早期の勉強方法確立を目指す。

・医療および理学療法の倫理に関する規範・原則を説明できる。

・対象者中心視点をインフォームドコンセントの意義と必要性という観点で説明できる。

・理学療法士の使命と責務を医療倫理の観点で説明できる。

講義内容

スタディスキルについて

　　　　　　〃

社会性について

　　　　〃

自分にあった学習方法模索（演習）

社会人基礎力について

　　　　　　　　　　　　　〃

学習演習①　～スチューデントティーチャー演習　座学～

　　　　　　　　　　　　　〃

理学療法士の取り巻く状況について

前期振り返り、学習演習準備

学習演習②　～スチューデントティーチャー演習　実技～

　　　　　　　　　　　　　〃

実習前教育

書籍名 著者名 出版社

授業時に必要なプリント資料を配布する。

筆記試験にて評価する。


